
平成 29年度「逗子市学習状況調査」の分析結果（小学校） 
 

○はじめに 

平成 29 年４月 18 日に「逗子市学習状況調査」が行われました。この調査は、逗子市の児童の学習状

況を把握・分析し、各学校の指導方法の工夫・改善および児童の学習に役立て、市として必要な施策の策

定に資するために行われたものです。実施内容は、市内小学校５年生を対象とし、国語、社会、算数、理

科の４教科で、神奈川県の調査問題をもとに行われました。この分析結果を踏まえ、各学校において今後

の指導方法の工夫と改善を図り、本市において教育施策の成果と課題を把握し、その改善を図るよう努め

たいと思います。 

 なお、ここでいう学力とはこの調査で測ることができた学力の一部であり、子どもたちの持つ学力全て

を示すものではありません。 

 

○実施状況 

（１）調査実施日        平成 29年 4月 18日（火） 

（２）実施教科         教科に関する調査（国語、社会、算数、理科） 

（３）実施学校・学年・調査数  逗子市立小学校５年生 455名 

 

○各教科の調査結果（正答率） 

 各教科の調査結果について以下に示す。正答率では、社会が最も高く 78.7％という数値を示している。

国語、算数では、それぞれ 77.6％、76.3％となっており、理科については 66.4％と最も低い数値となっ

ている。 

 

表 各教科の調査結果（正答率） 

教科 調査児童数 平均正答率 

国語 455名 77.6％ 

社会 455名 78.7％ 

算数 455名 76.3％ 

理科 455名 66.4％ 

 

  



正答数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
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正答率分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設問における平均正答率 

 

 

 

 

 

 

  

全体的な結果について 

・国語は、調査児童数 455人にて実施をした。その結果、平均正答数 17.8

問、平均正答率が 77.6％、平均正答率が 60％以上の児童は全体の 8割

以上を占めている。 

・正答率分布をみると、全体的に右寄りの山形となっていることから、

児童に学習内容がおおむね定着していると考えられる。 

正答率が 80％以上の設問 

・問一（１）漢字の読みは全体的に平均正答率が８割を超えており、良好な結果となっている。 

・問一（４）漢字の部首についても、平均正答率が８～９割と良好な結果となっている。 

正答率が 40％未満の設問 
・問一（３）ことわざ・故事成語は平均正答率が 36.3％となっており、多くの児童が苦手としてい

ることがわかる。 

中央値 19問

最頻値 20問

調査児童数 455人

平均正答数 17.8問 /23問

平均正答率 77.6%
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観点別にみた正答率 

・観点別の平均正答率については、「書く能力」（3設問）

が 80.2％、「読む能力」（4設問）が 81.4％、「言語につい

ての知識・理解・技能」（16設問）が 76.1％と概ね良好な

結果となっている。 

 

・「読む能力」の各設問について平均正答率を見ると、『登

場人物の行動や心情の把握』が８割以上と高い正答率とな

っている（問二（１）～（３））。一方、『登場人物の心情

の変化の把握』についての正答率は 49.5％となってお

り、叙述を基に登場人物の気持ちについて地の文や会話な

どから関連付けてとらえていく問題を苦手とする児童が多いことがわかる（問二（４））。 

 

・「言語についての知識・理解・技能」については、『漢字の読み』が 88.4％以上とそれぞれ高い正答率

となっている（問一（１））。一方、『ローマ字の読み・書き』では正答率が 36.7％となっており（問一

（５）（イ））、ローマ字を書くことを苦手としている児童が多いことがわかる。 

 

観点別にみた指導の工夫・改善 

書く能力について ○授業の場面では、文章を書くときには中心となる内容を決めて、関連する資

料を、適切に用いることが必要です。さらに、伝えたい相手や目的に応じて、

図やグラフなどの資料を用いて、効果的な表現ができるよう指導することが大

切です。（問三） 

読む能力について ○授業では、物語を読み、登場人物の気持ちの移り変わりを、叙述を基にとら

え、音読を工夫したり、表や図に表すなどして話し合ったりする学習活動等が

考えられます。（問二（４）） 

言語についての 

知識・理解・技能

に 

ついて 

○地名や人名などの固有名詞を含めた簡単な単語について、日常からローマ字

で表記されたものを読んだり、書いたりする習慣を身に付けるようにすること

が大切です。（問一（５）） 
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全体的な結果について 

・社会は、調査児童数 455人にて実施をした。その結果、平均正答数 27.5

問、平均正答率が 78.7％、平均正答率が 60％以上の児童は全体の 8割

以上を占めている。 

・正答率分布をみると、全体的に右寄りの山形となっていることから、

児童に学習内容がおおむね定着していると考えられる。 

正答率が 80％以上の設問 
・問二（１）地域の人々の生産や販売は全体的に平均正答率が９割を超えており、良好な結果とな

っている。 

・問三（１）飲料水、電気、ガスの確保や廃棄物の処理についても平均正答率は７～８割と高く、

全体的に良好な結果となっている。 

正答率が 45％未満の設問 
・問六 災害及び事故の防止は正答率が 43％となっており、苦手としている児童がいることがわか

る。 
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調査児童数 455人

平均正答数 27.5問 /35問

平均正答率 78.7%
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観点別にみた正答率 

・観点別の平均正答率については、「社会的な思考・判

断・表現」（7設問）が 76.6％、「観察・資料活用の技能」

（13設問）が 82.0％、「社会的事象についての知識・理

解」（15設問）が 76.8％と概ね良好な結果となっている。 

 

・「社会的な思考・判断・表現」の各設問について平均正

答率を見ると、『地域の人々の生産や販売』に関する問題

が 97.4％と多くの児童に理解されている（問二（２））。一

方、『災害及び事故の防止』に関する問題では正答率が

43.3％となっており、各種資料を読み取り、取り出した事

実を再構築して表現することを苦手とする児童が多いことがわかる（問六）。 

 

・「観察・資料活用の技能」については、『地域の人々の生産や販売』が９割以上と高い正答率になって

いる（問二（１））。一方、『県（都、道、府）の特色』に関する問題の一部では正答率が 57.6％となっ

ており、自分たちの住んでいる県の地形や産業などの特色を理解することを苦手とする児童がいること

がわかる。（問四（エ））。 

 

・「社会的事象についての知識・理解」については、『古くから残る暮らしにかかわる道具』に関する問

題が 91.4％と高い正答率になっている（問七（１））。一方、『方位・主な地図記号』に関する問題の一

部では正答率が 49.0％となっており、方位や主な地図記号について理解・活用することを苦手とする児

童が多いことがわかる。（問一（１））。 

 

観点別にみた指導の工夫・改善 

社会的な思考・判

断・表現について 

○地域の消防署や消防本部を見学して、そこにある様々な施設・設備を観察し

たり、そこで働く人々から聞き取り調査を行ったりして、災害防止のための日

常の取組、緊急事態に対する備え、災害発生時の組織的な対処などについて調

べる活動が考えられます。その際には、見学先の関係機関に見学、調査の意図

を的確に伝えるなど、事前の打合せをしっかり行うことが必要です。（問六） 

観察・資料活用の

技能について 

○地域における地形や気候、産業等の様子について調査するとともに、集めた

資料を効果的に活用し、地域の特色や相互の関連などについて考える力、調べ

たことや考えたことを表現する力を育てる学習につなげていきましょう。（問

四） 

社会的事象につい

ての知識・理解に 

ついて 

○社会科の学習以外の場面でも、日常的に地図帳で各都道府県の名称と位置を

確認する習慣を身に付けさせる指導が効果的です。都道府県を表す地図を常に

各教室に掲示し、その活用を図るなど、学習環境を工夫した継続的指導に努め

ましょう。（問八） 
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全体的な結果について 

・算数は、調査児童数 455人にて実施をした。その結果、平均正答数 22.1

問、平均正答率が 76.3％、平均正答率が 60％以上の児童は全体の 8割

以上を占めている。 

・正答率分布をみると、全体的に右寄りの山形となっていることから、

児童に学習内容がおおむね定着していると考えられる。 

正答率が 80％以上の設問 
・問一（１）分数の加法や問三（１）伴って変わる二つの数量の関係は平均正答率が 9割を超え良

好な結果となっている。 

・問四 角の大きさも平均正答率が 8割以上を占めており、全体的に良好な結果となっている。 

正答率が 40％未満の設問 
・問七（１）面積の単位と測定では平均正答率が 27.7％となっており、多くの児童が苦手としてい

ることがわかる。 

平均正答率 76.3%
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伴って変わる二つの数量の関
係

資料の分類整理

(ア)
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(イ)

角の大きさ
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83.3
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数量や図形
などについ
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形などにつ
いての技能
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考え方

四角形の対角線
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(2 )

(ア)
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面積の単位と測定

問七

問六

正方形、長方形の面積の
求め方

直方体の展開図(1 )
(イ)

(2 )
(ア)

(イ)

平行な辺

(イ)

(ア)

グ
ラ
フ

対
応
番
号



観点別にみた正答率 

・観点別の平均正答率については、「数学的な考え方」（8

設問）が 65.9％、「数量や図形などについての技能」（16

設問）が 80.9％、「数量や図形などについての知識・理

解」（5設問）が 78.4％と概ね良好な結果となっている。 

 

・「数学的な考え方」の各設問について平均正答率を見る

と、『整数の除法』に関する問題が 87.9％と多くの児童に

理解されている（問二（４））。一方、『面積の単位と測定』

に関する問題では 27.7％となっており、面積についての感

覚を身に付けることを苦手とする児童が多いことがわかる

（問七（１））。 

 

・「数量や図形などについての技能」については、『伴って変わる二つの数量の関係』が 96.7％と高い正

答率になっている（問三（１））。一方、『面積の単位と測定』については正答率が 54.9％となってお

り、面積を単位面積のいくつ分ととらえることを苦手とする児童が多いことがわかる。（問七（２））。 

 

・「数量や図形などについての知識・理解」については、『資料の分類整理』に関する問題が 88.1％と高

い正答率になっている（問五（２）（ア））。一方、『四角形の対角線』に関する問題では正答率が 63.3％

となっており、四角形の対角線の意味についての理解を苦手とする児童が多いことがわかる。（問六

（２）（イ））。 

 

観点別にみた指導の工夫・改善 

数学的な考え方に

ついて 

○計算の上では１㎡＝10000㎠であると分かっていても、長さの単位換算での

経験から類推して、１㎡＝100㎠と誤ってしまう児童もいます。これは 100㎠

という面積の大きさについての感覚が身につき、１㎡という面積の意味が理解

できていれば防げることです。そこで、身の回りにある折り紙、机の面、教室

の床、花壇、体育館など正方形や長方形の面積を実際に調べる活動が有効にな

ります。活動に取り組むときは、児童の実態に合わせて目的意識をもたせ、た

とえば教室と図書館の面積の違いを調べることなどを通して、面積の学習が日

常生活に役立つものであることを実感させるようにしましょう。（問七（１）） 

数量や図形などに

ついての技能に 

ついて 

○身の回りにあるものの面積を実際に測定する活動を取り入れ、面積を求めた

り、様々な場面で単位を用いたりすることを通して、単位の大きさや面積の求

め方について、実感を伴ってより確実に理解が深められるようにしましょう。

（問七（２）） 

数量や図形などに

ついての知識・理

解について 

○実際に四角形やその対角線をかく活動を通して、辺の長さや対角線の性質を

調べたり、平行四辺形、ひし形、台形で平面を敷き詰めたときに同じ大きさの

角や平行線の性質に気づいたりするなど、実感的な理解を深める指導をしまし

ょう。（問六（２）） 
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全体的な結果について 

・理科は、調査児童数 455人にて実施をした。その結果、平均正答数 13.3

問、平均正答率が 66.4％、平均正答率が 60％以上の児童は全体の 7割

以上を占めている。 

・正答率分布をみると、全体的に右寄りの山形となっていることから、

児童に学習内容がおおむね定着していると考えられる。 

正答率が 80％以上の設問 
・問三（２）星の動きは平均正答率が 95.2％、問五（２）温度計の読み方は平均正答率が 93.2％と

良好な結果となっている。 

正答率が 40％未満の設問 
・問三（３）方位磁針の使い方は平均正答率が 29.5％、問四（２）乾電池のつなぎ方と電流の強さ

は平均正答率が 14.1％と低く、多くの児童が苦手としていることがわかる。 

平均正答率 66.4%

中央値 14問

最頻値 12問

調査児童数 455人

平均正答数 13.3問 /20問
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水の蒸発

温度計の読み方
天気による１日の気温の変化
のようす（グラフの読み取り）

空気の性質（考察）
温度と空気の体積の関係



観点別にみた正答率 

・観点別の平均正答率については、「科学的な思考・表

現」（7設問）が 61.9％、「観察・実験の技能」（3設問）

が 56.1％、「自然事象についての知識・理解」（10設問）

が 72.7％と一部の問題を除き概ね良好な結果となってい

る。 

 

・「科学的な思考・表現」の各設問について平均正答率を

見ると、『光電池の働き』に関する問題が 89.5％と多くの

児童に理解されている（問四（３））。一方、『乾電池のつ

なぎ方と電流の強さ』に関する問題では 14.1％となって

おり、直列つなぎにするとモーターが速く回ることを、検流計を使って電流の強さと関連付けることへ

の理解が不足している児童が多いことがわかる（問四（２））。 

 

・「観察・実験の技能」については、『温度計の読み方』に関する問題が 93.2％と多くの児童に理解され

ている（問五（２））。一方、『方位磁針の使い方』に関する問題では正答率が 29.5％となっており、方

位磁針の操作方法への理解が不足している児童が多いことがわかる（問三（３））。 

 

・「自然事象についての知識・理解」については、『星の動き』に関する問題が 95.2％と高い正答率にな

っている（問三（２））。一方、『乾電池のつなぎ方と電気の働き』に関する問題では正答率が 53.4％と

なっており、乾電池の数やつなぎ方によって回路に流れる電流の向きや強さの違いがあることへの理解

が不足している児童が多いことがわかる（問四（１））。 

 

観点別にみた指導の工夫・改善 

科学的な思考・表

現について 

○モーター以外にも、豆電球などを使って電流の強さによって起こる現象の違

いを理解したり、目的に合った回路のつなぎ方を考えて、ものづくりをしたり

することも考えられます。（問四（２）） 

観察・実験の技能

について 

○星などを観察するときに方位と高度から目的の星を確認することが考えられ

ます。（問三（３）） 

自然事象についての

知識・理解について 

○電気用図記号（回路図記号）を使うことによって、電池の向きや数がわかり

やすくなり、電気の流れが理解しやすくなります。直列つなぎでは電池の数に

よってモーターの回る速さが変わることの理解が深まります。（問四（１）） 

 

自然事象につ
いての知識・

理解
10問 72.7%

科学的な思
考・表現 7問 61.9%

観察・実験の
技能 3問 56.1%
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